
(57)【要約】

【課題】角加速度に基づいてスリップを検出する際にス

リップの誤検出により駆動輪の駆動トルクが制限される

のを防止する。

【解決手段】モータ要求トルクＴｍ＊のトルク変化量Δ

Ｔｍが大きいときには、そのトルク変化によって車両の

振動や揺れが発生し、それによって角加速度αが一時的

に大きくなり、角加速度αに基づくスリップ判定（ステ

ップＳ１１２）において、スリップ未発生にもかかわら

ず角加速度αが閾値αｓｌｉｐを越えてスリップ発生と

誤判定するおそれがある。このため、ステップＳ１０８

でトルク変化量ΔＴｍが閾値Ｔｔｈｒを越えるときには

スリップ未発生にもかかわらずスリップ発生と誤判定す

るおそれがあると判断して、トルク制限の処理つまりス

リップ発生時制御ルーチン（ステップＳ１２０）を行う

ことなく、ステップＳ１１６のグリップ時制御ルーチン

を行う。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
車 両 の 駆 動 輪 に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 に 動 力 を 出 力 可 能 な 原 動 機 を 制 御 す る ス リ ッ プ 制 御 装 置
で あ っ て 、
前 記 駆 動 軸 の 角 加 速 度 を 検 出 す る 角 加 速 度 検 出 手 段 と 、
前 記 角 加 速 度 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 角 加 速 度 に 基 づ い て 前 記 駆 動 輪 の ス リ ッ プ を 検 出
す る ス リ ッ プ 検 出 手 段 と 、
前 記 ス リ ッ プ 検 出 手 段 に よ り ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 該 ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に 前 記
駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る ト ル ク 制 限 手 段 と 、
車 両 運 転 状 態 が ス リ ッ プ に 依 存 せ ず に 前 記 角 加 速 度 が 変 動 す る 状 態 に あ る か 否 か を 判 定 す
る 状 態 判 定 手 段 と 、
前 記 状 態 判 定 手 段 に よ り 車 両 運 転 状 態 が ス リ ッ プ に 依 存 せ ず に 前 記 角 加 速 度 が 変 動 す る 状
態 に あ る と 判 定 さ れ た と き に は 前 記 ト ル ク 制 限 手 段 に よ る 前 記 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク の 制 限
を 禁 止 す る ト ル ク 制 限 禁 止 手 段 と
を 備 え た 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
車 両 の 駆 動 輪 に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 に 動 力 を 出 力 可 能 な 原 動 機 を 制 御 す る 車 両 の ス リ ッ プ 制
御 装 置 で あ っ て 、
前 記 駆 動 軸 の 角 加 速 度 を 検 出 す る 角 加 速 度 検 出 手 段 と 、
該 検 出 さ れ た 角 加 速 度 に 基 づ い て 前 記 駆 動 輪 の ス リ ッ プ を 検 出 す る ス リ ッ プ 検 出 手 段 と 、
前 記 ス リ ッ プ 検 出 手 段 に よ り ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 該 ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に 前 記
駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る ト ル ク 制 限 手 段 と 、
ア ク セ ル 操 作 に 基 づ い て 得 ら れ る 前 記 駆 動 輪 の ト ル ク 指 令 値 の 変 化 量 が 所 定 範 囲 内 か 否 か
を 判 定 す る ト ル ク 変 化 量 判 定 手 段 と 、
前 記 ト ル ク 変 化 量 判 定 手 段 に よ り 前 記 ト ル ク 指 令 値 の 変 化 量 が 所 定 範 囲 外 と 判 定 さ れ た と
き に は 前 記 ト ル ク 制 限 手 段 に よ る 前 記 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク の 制 限 を 禁 止 す る ト ル ク 制 限 禁
止 手 段 と
を 備 え た 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
車 両 の 駆 動 輪 に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 に 動 力 を 出 力 可 能 な 原 動 機 で あ る モ ー タ と エ ン ジ ン の 少
な く と も 一 方 を 制 御 す る 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 で あ っ て 、
前 記 駆 動 軸 の 角 加 速 度 を 検 出 す る 角 加 速 度 検 出 手 段 と 、
該 検 出 さ れ た 角 加 速 度 に 基 づ い て 前 記 駆 動 輪 の ス リ ッ プ を 検 出 す る ス リ ッ プ 検 出 手 段 と 、
前 記 ス リ ッ プ 検 出 手 段 に よ り ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 該 ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に 前 記
駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る ト ル ク 制 限 手 段 と 、
前 記 エ ン ジ ン の 起 動 時 の 振 動 を 検 出 す る エ ン ジ ン 振 動 検 出 手 段 と 、
前 記 エ ン ジ ン 振 動 検 出 手 段 に よ り エ ン ジ ン 起 動 時 の 振 動 が 検 出 さ れ た と き に は 前 記 ト ル ク
制 限 手 段 に よ る 前 記 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク の 制 限 を 禁 止 す る ト ル ク 制 限 禁 止 手 段 と
を 備 え た 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 で あ っ て 、
前 記 ス リ ッ プ 検 出 手 段 は 、 前 記 角 加 速 度 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 角 加 速 度 が 所 定 の 閾 値
を 越 え た と き に ス リ ッ プ を 検 出 す る
車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
車 両 の 駆 動 輪 に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 に 動 力 を 出 力 可 能 な 原 動 機 を 制 御 す る 車 両 の ス リ ッ プ 制
御 装 置 で あ っ て 、
前 記 駆 動 軸 の 角 加 速 度 を 検 出 す る 角 加 速 度 検 出 手 段 と 、
該 検 出 さ れ た 角 加 速 度 が 所 定 の 閾 値 を 越 え た と き に 前 記 駆 動 輪 の ス リ ッ プ を 検 出 す る ス リ
ッ プ 検 出 手 段 と 、
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前 記 ス リ ッ プ 検 出 手 段 に よ り ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 該 ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に 前 記
駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る ト ル ク 制 限 手 段 と 、
前 記 角 加 速 度 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 角 加 速 度 が 前 記 所 定 の 閾 値 を 超 え た あ と の 時 間 変
化 が 機 械 共 振 に 起 因 す る も の か 否 か を 判 定 す る 時 間 変 化 判 定 手 段 と 、
前 記 時 間 変 化 判 定 手 段 に よ り 前 記 角 加 速 度 が 前 記 所 定 の 閾 値 を 越 え た あ と の 時 間 変 化 が 機
械 共 振 に 起 因 し て い る と 判 定 さ れ た と き に は 前 記 ト ル ク 制 限 手 段 に よ る 前 記 駆 動 輪 の 駆 動
ト ル ク の 制 限 を 禁 止 す る ト ル ク 制 限 禁 止 手 段 と
を 備 え た 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 で あ っ て 、
前 記 時 間 変 化 判 定 手 段 は 、 前 記 角 加 速 度 が 前 記 所 定 の 閾 値 を 越 え た 時 点 か ら 減 少 し 始 め る
時 点 ま で の 時 間 幅 が 機 械 共 振 に 起 因 し て い る か 否 か を 判 定 す る
車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 で あ っ て 、
前 記 ト ル ク 制 限 禁 止 手 段 は 、 前 記 角 加 速 度 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 角 加 速 度 が 前 記 所 定
の 閾 値 よ り も 大 き な 値 に 設 定 さ れ た 非 ス リ ッ プ 上 限 値 を 越 え た と き に は 前 記 ト ル ク 制 限 手
段 に よ る 前 記 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク の 制 限 を 禁 止 し な い
車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 で あ っ て 、
前 記 ト ル ク 制 限 禁 止 手 段 は 、 前 記 ト ル ク 制 限 手 段 に よ る 前 記 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク の 制 限 を
禁 止 す る に あ た り 、 前 記 ト ル ク 制 限 手 段 を 機 能 さ せ な い よ う に す る か 又 は 前 記 ス リ ッ プ 検
出 手 段 に お け る 前 記 所 定 の 閾 値 を 通 常 採 り 得 な い 大 き な 値 に 設 定 し て 前 記 ト ル ク 制 限 手 段
の 実 効 性 を な く す
車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 で あ っ て 、
前 記 ト ル ク 制 限 禁 止 手 段 は 、 前 記 ト ル ク 制 限 手 段 に よ る 前 記 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク の 制 限 を
所 定 の 制 限 禁 止 期 間 だ け 禁 止 す る
車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
車 両 の 駆 動 輪 に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 に 動 力 を 出 力 可 能 な 原 動 機 を 制 御 す る 車 両 の ス リ ッ プ 制
御 方 法 で あ っ て 、
（ ａ ） 前 記 駆 動 軸 の 角 加 速 度 を 検 出 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｂ ） 該 検 出 さ れ た 角 加 速 度 に 基 づ い て 前 記 駆 動 輪 の ス リ ッ プ を 検 出 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｃ ） 前 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） に よ り ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 該 ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に
前 記 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｄ ） 車 両 運 転 状 態 が ス リ ッ プ に 依 存 せ ず に 前 記 角 加 速 度 が 変 動 す る 状 態 か 否 か を 判 定 す
る ス テ ッ プ と 、
（ ｅ ） 前 記 ス テ ッ プ （ ｄ ） に よ り 車 両 運 転 状 態 が ス リ ッ プ に 依 存 せ ず に 前 記 角 加 速 度 が 変
動 す る 状 態 で あ る と 判 定 さ れ た と き に は 前 記 ス テ ッ プ （ ｃ ） に よ る 前 記 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル
ク の 制 限 を 禁 止 す る ス テ ッ プ と 、
を 含 む 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 及 び そ の 方 法 に 関 し 、 詳 し く は 車 両 の 駆 動 輪 に 接 続 さ
れ た 駆 動 軸 に 動 力 を 出 力 可 能 な 原 動 機 を 制 御 す る 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 及 び そ の 制 御 方
法 に 関 す る 。
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【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 及 び 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 、 こ の 種 の 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 と し て は 、 モ ー タ か ら の ト ル ク の 出 力 に よ り 駆 動
輪 に ス リ ッ プ が 発 生 し た と き に 、 モ ー タ か ら 駆 動 輪 に 出 力 す る ト ル ク を 制 限 す る も の が 提
案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 装 置 で は 、 駆 動 輪 の 角 加 速 度 が 所 定 の 閾
値 を 上 回 っ た と き に ス リ ッ プ を 検 出 し 、 ス リ ッ プ を 検 出 し た と き に モ ー タ か ら 出 力 す る ト
ル ク を 低 下 す る こ と に よ り 、 ス リ ッ プ を 抑 制 し て い る 。 し か し な が ら 、 ス リ ッ プ が 発 生 し
て い な い と き で も 例 え ば エ ン ジ ン 起 動 時 の 振 動 や 大 き な ト ル ク 変 化 が 生 じ た と き に は 、 駆
動 輪 の 角 加 速 度 が 所 定 の 閾 値 を 上 回 る こ と が あ り ス リ ッ プ を 誤 検 出 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 ア ク セ ル 開 度 が 急 増 し た と き つ ま り ア ク セ ル 開 度 の 時 間 変 化 率 が 大 き い と き に は 、
駆 動 輪 の ス リ ッ プ 状 態 の 閾 値 を 大 き く し て ス リ ッ プ 制 御 の 実 効 性 を な く す こ と も 提 案 さ れ
て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 し か し な が ら 、 こ こ で は ア ク セ ル 開 度 が 急 増 し た と
き の 車 体 の 反 応 性 を 損 な わ な い こ と を 目 的 と し て お り 、 そ も そ も ス リ ッ プ の 誤 検 出 に よ り
駆 動 ト ル ク が 制 限 さ れ る の を 防 止 す る こ と を 目 的 と す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 上 述 し た 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 角 加 速 度 に 基 づ い て ス リ ッ プ を 検 出 す
る 際 に ス リ ッ プ の 誤 検 出 に よ り 駆 動 ト ル ク が 制 限 さ れ る の を 防 止 す る 車 両 の ス リ ッ プ 制 御
装 置 及 び そ の 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ３ ０ ４ ５ １ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ３ － １ ５ ６ １ ３ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 及 び そ の 作 用 ・ 効 果 】
本 発 明 の 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 及 び そ の 方 法 は 、 上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め に 以 下 の 手
段 を 採 っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 一 つ は 、 車 両 の 駆 動 輪 に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 に 動 力 を 出 力 可 能 な 原 動 機 を 制 御 す る
車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 で あ っ て 、
前 記 駆 動 軸 の 角 加 速 度 を 検 出 す る 角 加 速 度 検 出 手 段 と 、
前 記 角 加 速 度 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 角 加 速 度 に 基 づ い て 前 記 駆 動 輪 の ス リ ッ プ を 検 出
す る ス リ ッ プ 検 出 手 段 と 、
前 記 ス リ ッ プ 検 出 手 段 に よ り ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 該 ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に 前 記
駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る ト ル ク 制 限 手 段 と 、
車 両 運 転 状 態 が ス リ ッ プ に 依 存 せ ず に 前 記 角 加 速 度 が 変 動 す る 状 態 に あ る か 否 か を 判 定 す
る 状 態 判 定 手 段 と 、
前 記 状 態 判 定 手 段 に よ り 車 両 運 転 状 態 が ス リ ッ プ に 依 存 せ ず に 前 記 角 加 速 度 が 変 動 す る 状
態 に あ る と 判 定 さ れ た と き に は 前 記 ト ル ク 制 限 手 段 に よ る 前 記 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク の 制 限
を 禁 止 す る ト ル ク 制 限 禁 止 手 段 と
を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 で は 、 駆 動 輪 に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 の 角 加 速 度 に 基 づ い て 駆 動
輪 の ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 、 こ の ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制
限 す る 。 し か し 、 車 両 運 転 状 態 が ス リ ッ プ に 依 存 せ ず に 角 加 速 度 が 変 動 す る 状 態 に あ る と
き に は 、 仮 に 角 加 速 度 に 基 づ い て 駆 動 輪 の ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と し て も そ れ は ス リ ッ プ
以 外 の 原 因 に よ る こ と が 考 え ら れ る た め 、 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る の を 禁 止 す る 。
し た が っ て 、 角 加 速 度 に 基 づ い て ス リ ッ プ を 検 出 す る 際 に 、 ス リ ッ プ の 誤 検 出 に よ り 駆 動
ト ル ク が 制 限 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
こ こ で 、 「 原 動 機 」 は 、 駆 動 軸 に 動 力 を 出 力 可 能 な 機 器 で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば
モ ー タ で あ っ て も よ い し エ ン ジ ン で あ っ て も よ い し モ ー タ と エ ン ジ ン の 両 方 で あ っ て も よ
い 。 ま た 、 「 原 動 機 」 を 複 数 備 え る 場 合 に は 、 本 発 明 の 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 は そ れ ら
の う ち の 少 な く と も 一 つ を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ く 、 例 え ば 原 動 機 と し て モ
ー タ と エ ン ジ ン の 両 方 を 搭 載 し て い る 場 合 に は 少 な く と も モ ー タ を 制 御 す る よ う に し て も
よ い 。 ま た 、 「 車 両 運 転 状 態 が ス リ ッ プ に 依 存 せ ず に 角 加 速 度 が 変 動 す る 状 態 に あ る 」 と
き と し て は 、 例 え ば ト ル ク 変 化 量 が 大 き く 変 化 す る と き と か 、 エ ン ジ ン が 起 動 す る と き な
ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 一 つ は 、 車 両 の 駆 動 輪 に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 に 動 力 を 出 力 可 能 な 原 動 機 を 制 御 す る
車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 で あ っ て 、
前 記 駆 動 軸 の 角 加 速 度 を 検 出 す る 角 加 速 度 検 出 手 段 と 、
該 検 出 さ れ た 角 加 速 度 に 基 づ い て 前 記 駆 動 輪 の ス リ ッ プ を 検 出 す る ス リ ッ プ 検 出 手 段 と 、
前 記 ス リ ッ プ 検 出 手 段 に よ り ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 該 ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に 前 記
駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る ト ル ク 制 限 手 段 と 、
ア ク セ ル 操 作 に 基 づ い て 得 ら れ る 前 記 駆 動 輪 の ト ル ク 指 令 値 の 変 化 量 が 所 定 範 囲 内 か 否 か
を 判 定 す る ト ル ク 変 化 量 判 定 手 段 と 、
前 記 ト ル ク 変 化 量 判 定 手 段 に よ り 前 記 ト ル ク 指 令 値 の 変 化 量 が 所 定 範 囲 外 と 判 定 さ れ た と
き に は 前 記 ト ル ク 制 限 手 段 に よ る 前 記 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク の 制 限 を 禁 止 す る ト ル ク 制 限 禁
止 手 段 と
を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 で は 、 駆 動 輪 に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 の 角 加 速 度 に 基 づ い て 駆 動
輪 の ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 、 こ の ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制
限 す る 。 し か し 、 ア ク セ ル 操 作 に 基 づ い て 得 ら れ る 駆 動 輪 の ト ル ク 指 令 値 の 変 化 量 が 所 定
範 囲 外 の と き （ 例 え ば 所 定 量 よ り 大 き い と き ） に は 、 そ の ト ル ク 変 化 に よ っ て 発 生 す る 振
動 や 揺 れ 等 で 角 加 速 度 が 変 動 す る こ と が あ る 。 こ の よ う な 状 況 下 で は 、 仮 に 角 加 速 度 に 基
づ い て 駆 動 輪 の ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と し て も そ れ は ト ル ク 変 化 に よ っ て 発 生 す る 振 動 や
揺 れ 等 に よ る こ と が 考 え ら れ る た め 、 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る の を 禁 止 す る 。 し た
が っ て 、 角 加 速 度 に 基 づ い て ス リ ッ プ を 検 出 す る 際 に 、 ス リ ッ プ の 誤 検 出 に よ り 駆 動 ト ル
ク が 制 限 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 一 つ は 、 車 両 の 駆 動 輪 に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 に 動 力 を 出 力 可 能 な 原 動 機 で あ る モ ー
タ と エ ン ジ ン の 少 な く と も 一 方 を 制 御 す る 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 で あ っ て 、
前 記 駆 動 軸 の 角 加 速 度 を 検 出 す る 角 加 速 度 検 出 手 段 と 、
該 検 出 さ れ た 角 加 速 度 に 基 づ い て 前 記 駆 動 輪 の ス リ ッ プ を 検 出 す る ス リ ッ プ 検 出 手 段 と 、
前 記 ス リ ッ プ 検 出 手 段 に よ り ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 該 ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に 前 記
駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る ト ル ク 制 限 手 段 と 、
前 記 エ ン ジ ン の 起 動 時 の 振 動 を 検 出 す る エ ン ジ ン 振 動 検 出 手 段 と 、
前 記 エ ン ジ ン 振 動 検 出 手 段 に よ り エ ン ジ ン 起 動 時 の 振 動 が 検 出 さ れ た と き に は 前 記 ト ル ク
制 限 手 段 に よ る 前 記 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク の 制 限 を 禁 止 す る ト ル ク 制 限 禁 止 手 段 と
を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 で は 、 駆 動 輪 に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 の 角 加 速 度 に 基 づ い て 駆 動
輪 の ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 、 こ の ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制
限 す る 。 し か し 、 エ ン ジ ン の 起 動 時 の 振 動 を 検 出 し た と き に は 、 そ の 振 動 で 角 加 速 度 が 変
動 す る こ と が あ る 。 こ の よ う な 状 況 下 で は 、 仮 に 角 加 速 度 に 基 づ い て 駆 動 輪 の ス リ ッ プ が
検 出 さ れ た と し て も そ れ は エ ン ジ ン の 起 動 時 の 振 動 に よ る こ と が 考 え ら れ る た め 、 駆 動 輪
の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る の を 禁 止 す る 。 し た が っ て 、 角 加 速 度 に 基 づ い て ス リ ッ プ を 検 出
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す る 際 に 、 ス リ ッ プ の 誤 検 出 に よ り 駆 動 ト ル ク が 制 限 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 一 つ は 、 車 両 の 駆 動 輪 に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 に 動 力 を 出 力 可 能 な 原 動 機 を 制 御 す る
車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 で あ っ て 、
前 記 駆 動 軸 の 角 加 速 度 を 検 出 す る 角 加 速 度 検 出 手 段 と 、
該 検 出 さ れ た 角 加 速 度 が 所 定 の 閾 値 を 越 え た と き に 前 記 駆 動 輪 の ス リ ッ プ を 検 出 す る ス リ
ッ プ 検 出 手 段 と 、
前 記 ス リ ッ プ 検 出 手 段 に よ り ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 該 ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に 前 記
駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る ト ル ク 制 限 手 段 と 、
前 記 角 加 速 度 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 角 加 速 度 が 前 記 所 定 の 閾 値 を 越 え た あ と の 時 間 変
化 が 機 械 共 振 に 起 因 す る も の か 否 か を 判 定 す る 時 間 変 化 判 定 手 段 と 、
前 記 時 間 変 化 判 定 手 段 に よ り 前 記 角 加 速 度 が 前 記 所 定 の 閾 値 を 越 え た あ と の 時 間 変 化 が 機
械 共 振 に 起 因 し て い る と 判 定 さ れ た と き に は 前 記 ト ル ク 制 限 手 段 に よ る 前 記 駆 動 輪 の 駆 動
ト ル ク の 制 限 を 禁 止 す る ト ル ク 制 限 禁 止 手 段 と
を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 で は 、 駆 動 輪 に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 の 角 加 速 度 が 所 定 の 閾 値 を
越 え た こ と に よ り 駆 動 輪 の ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 、 こ の ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に 駆
動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る 。 し か し 、 角 加 速 度 が 所 定 の 閾 値 を 越 え た あ と の 時 間 変 化 が
機 械 共 振 に 起 因 す る も の と 判 定 さ れ た と き に は 、 仮 に 角 加 速 度 に 基 づ い て 駆 動 輪 の ス リ ッ
プ が 検 出 さ れ た と し て も そ れ は 機 械 共 振 に よ る た め 、 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る の を
禁 止 す る 。 し た が っ て 、 角 加 速 度 に 基 づ い て ス リ ッ プ を 検 出 す る 際 に 、 ス リ ッ プ の 誤 検 出
に よ り 駆 動 ト ル ク が 制 限 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の と き 、 前 記 時 間 変 化 判 定 手 段 は 、 前 記 角 加 速 度 が 前 記 所 定 の 閾 値 を 越 え た 時 点 か ら 減
少 し 始 め る 時 点 ま で の 時 間 幅 が 機 械 共 振 に 起 因 し て い る か 否 か を 判 定 し て も よ い 。 角 加 速
度 が 所 定 の 閾 値 を 超 え た あ と の 時 間 変 化 が 機 械 共 振 に 起 因 す る も の か 否 か を 判 定 す る 場 合
、 そ の 判 定 結 果 が 出 る ま で は ト ル ク 制 限 を 禁 止 で き な い た め 、 で き る だ け 早 期 に 判 定 結 果
が 出 る よ う に す る べ く 、 角 加 速 度 が 所 定 の 閾 値 を 越 え た 時 点 か ら 減 少 し 始 め る 時 点 ま で の
時 間 幅 が 機 械 共 振 に 起 因 し て い る か 否 か を 判 定 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 各 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 ス リ ッ プ 検 出 手 段 は 、 前 記 角 加 速 度 検
出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 角 加 速 度 が 所 定 の 閾 値 を 越 え た と き に ス リ ッ プ を 検 出 す る 手 段 で
あ っ て も よ い 。 こ う す れ ば 、 ス リ ッ プ の 検 出 を 簡 単 か つ 確 実 に 行 う こ と が で き る 。 こ の と
き 、 前 記 ト ル ク 制 限 禁 止 手 段 は 、 前 記 角 加 速 度 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 角 加 速 度 が 前 記
所 定 の 閾 値 よ り も 大 き な 値 に 設 定 さ れ た 非 ス リ ッ プ 上 限 値 を 越 え た と き に は 前 記 ト ル ク 制
限 手 段 に よ る 前 記 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク の 制 限 を 禁 止 し な い よ う に し て も よ い 。 こ う す れ ば
、 ス リ ッ プ が 発 生 し て い る に も か か わ ら ず 誤 検 出 で あ る と し て 駆 動 ト ル ク の 制 限 を 禁 止 し
て し ま う こ と が な い 。 な お 、 非 ス リ ッ プ 上 限 値 は 、 例 え ば ス リ ッ プ 時 し か 採 り 得 な い 値 と
す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 各 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 ト ル ク 制 限 禁 止 手 段 は 、 前 記 ト ル ク 制
限 手 段 に よ る 前 記 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク の 制 限 を 禁 止 す る に あ た り 、 前 記 ト ル ク 制 限 手 段 を
機 能 さ せ な い よ う に す る か 、 又 は 、 前 記 ス リ ッ プ 検 出 手 段 に お け る 前 記 所 定 の 閾 値 を 通 常
採 り 得 な い 大 き な 値 に 設 定 し て 前 記 ト ル ク 制 限 手 段 の 実 効 性 を な く し て も よ い 。 い ず れ に
し て も 、 ト ル ク 制 限 手 段 に よ る 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク の 制 限 を 禁 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の 各 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 装 置 に お い て 、 前 記 ト ル ク 制 限 禁 止 手 段 は 、 前 記 ト ル ク 制
限 手 段 に よ る 前 記 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク の 制 限 を 所 定 の 制 限 禁 止 期 間 だ け 禁 止 し て も よ い 。
こ う す れ ば 、 所 定 の 制 限 禁 止 期 間 が 経 過 し た あ と ス リ ッ プ が 発 生 し た と き に は ス リ ッ プ を

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-112973 A 2004.4.8



抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 の 一 つ は 、 車 両 の 駆 動 輪 に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 に 動 力 を 出 力 可 能 な 原 動 機 を 制 御 す る
車 両 の ス リ ッ プ 制 御 方 法 で あ っ て 、
（ ａ ） 前 記 駆 動 軸 の 角 加 速 度 を 検 出 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｂ ） 前 記 角 加 速 度 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 角 加 速 度 に 基 づ い て 前 記 駆 動 輪 の ス リ ッ プ
を 検 出 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｃ ） 前 記 ス テ ッ プ （ ｂ ） に よ り ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 該 ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に
前 記 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｄ ） 車 両 運 転 状 態 が ス リ ッ プ に 依 存 せ ず に 前 記 角 加 速 度 が 変 動 す る 状 態 か 否 か を 判 定 す
る ス テ ッ プ と 、
（ ｅ ） 前 記 ス テ ッ プ （ ｄ ） に よ り 車 両 運 転 状 態 が ス リ ッ プ に 依 存 せ ず に 前 記 角 加 速 度 が 変
動 す る 状 態 で あ る と 判 定 さ れ た と き に は 前 記 ス テ ッ プ （ ｃ ） に よ る 前 記 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル
ク の 制 限 を 禁 止 す る ス テ ッ プ と 、
を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 車 両 の ス リ ッ プ 制 御 方 法 で は 、 駆 動 輪 に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 の 角 加 速 度 に 基 づ い て 駆 動
輪 の ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 、 こ の ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制
限 す る 。 し か し 、 車 両 運 転 状 態 が ス リ ッ プ に 依 存 せ ず に 角 加 速 度 が 変 動 す る 状 態 の と き に
は 、 仮 に 角 加 速 度 に 基 づ い て 駆 動 輪 の ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と し て も そ れ は ス リ ッ プ 以 外
の 原 因 に よ る こ と が 考 え ら れ る た め 、 駆 動 輪 の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る の を 禁 止 す る 。 し た
が っ て 、 角 加 速 度 に 基 づ い て ス リ ッ プ を 検 出 す る 際 に 、 ス リ ッ プ の 誤 検 出 に よ り 駆 動 ト ル
ク が 制 限 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
［ 第 １ 実 施 形 態 ］
図 １ は 、 ス リ ッ プ 制 御 装 置 と し て 機 能 す る 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ０ を 備 え る 電 気 自 動 車 １ ０
の 構 成 の 概 略 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 こ の 電 気 自 動 車 １ ０ は 、 図 示 す る よ う に 、 バ ッ テ リ １
６ か ら イ ン バ ー タ 回 路 １ ４ を 介 し て 供 給 さ れ た 電 力 を 用 い て 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に 接 続
さ れ た 駆 動 軸 に 動 力 の 出 力 が 可 能 な モ ー タ １ ２ を 駆 動 制 御 す る 装 置 と し て 構 成 さ れ て お り
、 モ ー タ １ ２ の 回 転 軸 の 回 転 角 θ を 検 出 す る 回 転 角 セ ン サ ２ ２ と 、 電 気 自 動 車 １ ０ の 走 行
速 度 を 検 出 す る 車 速 セ ン サ ２ ４ と 、 運 転 者 か ら の 各 種 操 作 を 検 出 す る 各 種 セ ン サ （ 例 え ば
、 シ フ ト レ バ ー ３ １ の ポ ジ シ ョ ン を 検 出 す る シ フ ト ポ ジ シ ョ ン セ ン サ ３ ２ や ， ア ク セ ル ペ
ダ ル ３ ３ の 踏 み 込 み 量 （ ア ク セ ル 開 度 ） を 検 出 す る ア ク セ ル ペ ダ ル ポ ジ シ ョ ン セ ン サ ３ ４
， ブ レ ー キ ペ ダ ル ３ ５ の 踏 み 込 み 量 （ ブ レ ー キ 開 度 ） を 検 出 す る ブ レ ー キ ペ ダ ル ポ ジ シ ョ
ン セ ン サ ３ ６ な ど ） と 、 装 置 全 体 を コ ン ト ロ ー ル す る 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ０ と を 備 え る 。
な お 、 １ ９ ａ ， １ ９ ｂ は 従 動 輪 を 表 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
モ ー タ １ ２ は 、 例 え ば 、 電 動 機 と し て 機 能 す る と 共 に 発 電 機 と し て も 機 能 す る 周 知 の 同 期
発 電 電 動 機 と し て 構 成 さ れ 、 イ ン バ ー タ 回 路 １ ４ は 、 バ ッ テ リ １ ６ か ら の 電 力 を モ ー タ １
２ の 駆 動 に 適 し た 電 力 に 変 換 す る 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に よ り 構 成 さ れ て い る 。 こ う し
た モ ー タ １ ２ や イ ン バ ー タ 回 路 １ ４ の 構 成 そ の も の は 周 知 で あ り 、 本 発 明 の 中 核 を な さ な
い か ら 、 こ れ 以 上 の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
電 子 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ０ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ ２ を 中 心 と し た マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ と し て 構 成 さ れ て
お り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ ２ の 他 に 処 理 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 し た Ｒ Ｏ Ｍ ４ ４ と 、 一 時 的 に デ ー タ を 記 憶
す る Ｒ Ａ Ｍ ４ ６ と 、 入 出 力 ポ ー ト （ 図 示 せ ず ） と を 備 え る 。 こ の 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ０ に
は 、 回 転 角 セ ン サ ２ ２ に よ り 検 出 さ れ た モ ー タ １ ２ の 回 転 軸 の 回 転 角 θ や 、 車 速 セ ン サ ２
４ に よ り 検 出 さ れ た 車 速 Ｖ 、 シ フ ト ポ ジ シ ョ ン セ ン サ ３ ２ に よ り 検 出 さ れ た シ フ ト ポ ジ シ
ョ ン 、 ア ク セ ル ペ ダ ル ポ ジ シ ョ ン セ ン サ ３ ４ に よ り 検 出 さ れ た ア ク セ ル 開 度 Ａ ｃ ｃ 、 ブ レ
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ー キ ペ ダ ル ポ ジ シ ョ ン セ ン サ ３ ６ に よ り 検 出 さ れ た ブ レ ー キ 開 度 な ど が 入 力 ポ ー ト を 介 し
て 入 力 さ れ て い る 。 ま た 、 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ０ か ら は 、 モ ー タ １ ２ を 駆 動 制 御 す る イ ン
バ ー タ 回 路 １ ４ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 へ の ス イ ッ チ ン グ 制 御 信 号 な ど が 出 力 ポ ー ト を 介 し て
出 力 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ う し て 構 成 さ れ た 電 気 自 動 車 １ ０ の 動 作 、 特 に 、 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に ス リ ッ プ が 発
生 し た と き の モ ー タ １ ２ の 駆 動 制 御 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ０ に
よ り 実 行 さ れ る モ ー タ 駆 動 制 御 プ ロ グ ラ ム の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 こ の プ ロ
グ ラ ム は 、 所 定 時 間 毎 （ こ こ で は ８ ｍ ｓ ｅ ｃ 毎 ） に Ｒ Ｏ Ｍ ４ ４ か ら 読 み 出 さ れ て 実 行 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の モ ー タ 駆 動 制 御 プ ロ グ ラ ム が 開 始 さ れ る と 、 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ４ ２ は 、
ま ず 、 ア ク セ ル ペ ダ ル ポ ジ シ ョ ン セ ン サ ３ ４ か ら の ア ク セ ル 開 度 Ａ ｃ ｃ や 車 速 セ ン サ ２ ４
か ら の 車 速 Ｖ 、 回 転 角 セ ン サ ２ ２ の 回 転 角 θ な ど を 入 力 す る 処 理 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０
０ ） 。 次 に 、 入 力 し た ア ク セ ル 開 度 Ａ ｃ ｃ と 車 速 Ｖ と に 基 づ い て 駆 動 輪 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ の
ト ル ク 指 令 値 、 本 実 施 形 態 で は モ ー タ １ ２ の 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ を 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １
０ ２ ） 。 モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ の 設 定 は 、 こ こ で は 、 ア ク セ ル 開 度 Ａ ｃ ｃ と 車 速 Ｖ と モ
ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ と の 関 係 を 予 め 求 め て マ ッ プ と し て Ｒ Ｏ Ｍ ４ ４ に 記 憶 し て お き 、 ア
ク セ ル 開 度 Ａ ｃ ｃ と 車 速 Ｖ と が 与 え ら れ る と 、 マ ッ プ か ら 対 応 す る モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ
＊ を 導 出 す る も の と し た 。 こ の マ ッ プ の 一 例 を 図 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
続 い て 、 ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ が 値 １ に セ ッ ト さ れ て い る か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ
プ Ｓ １ ０ ４ ） 。 こ の ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ は 、 ト ル ク 制 限 を 行 う こ と が 許 容 さ れ て い
る と き に は 値 ０ 、 ト ル ク 制 限 を 行 う こ と が 禁 止 さ れ て い る と き に は 値 １ に セ ッ ト さ れ る フ
ラ グ で あ る 。 な お 、 ト ル ク 制 限 の 処 理 と は 、 後 述 す る ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ の ス リ ッ プ 発 生 時
制 御 ル ー チ ン や ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ４ の ス リ ッ プ 収 束 時 制 御 ル ー チ ン を い う 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０
４ で ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ が 値 ０ の と き に は 、 モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ の 変 化 量 Δ Ｔ
ｍ を 計 算 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ） 。 こ の 変 化 量 Δ Ｔ ｍ の 計 算 は 、 今 回 導 出 し た モ ー タ 要
求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ か ら 前 回 導 出 し た モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ を 減 じ る （ 今 回 の モ ー タ 要 求 ト
ル ク Ｔ ｍ ＊ － 前 回 の モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ ） こ と に よ り 行 う 。 本 プ ロ グ ラ ム は ８ ｍ ｓ ｅ
ｃ ご と に 繰 り 返 し 実 行 さ れ る た め 、 こ の 変 化 量 Δ Ｔ ｍ は ８ ｍ ｓ ｅ ｃ ご と の 変 化 量 と い う こ
と に な る 。 次 い で 、 モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ の 変 化 量 Δ Ｔ ｍ と 予 め 定 め ら れ た ト ル ク の 閾
値 Ｔ ｔ ｈ ｒ と を 比 較 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ ） 、 変 化 量 Δ Ｔ ｍ が 閾 値 Ｔ ｔ ｈ ｒ 以 下 の と き に
は ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ へ 進 み 、 変 化 量 Δ Ｔ ｍ が 閾 値 Ｔ ｔ ｈ ｒ を 越 え る と き に は ト ル ク 制 限 禁
止 フ ラ グ Ｆ ０ に 値 １ を セ ッ ト し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ６ ） 、 後 述 す る グ リ ッ プ 時 制 御 ル ー チ ン
（ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ６ ） を 行 っ た あ と 、 こ の プ ロ グ ラ ム を 終 了 す る 。 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０
４ で ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ が 値 １ の と き に も 、 後 述 す る グ リ ッ プ 時 制 御 ル ー チ ン （ ス
テ ッ プ Ｓ １ １ ６ ） を 行 っ た あ と 、 こ の プ ロ グ ラ ム を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
と こ ろ で 、 閾 値 Ｔ ｔ ｈ ｒ は 、 ド ラ イ バ の ア ク セ ル 踏 み 増 し 操 作 に 起 因 し て 発 生 す る モ ー タ
要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ の 変 化 量 Δ Ｔ ｍ を 予 め 経 験 的 に 求 め 、 そ の 経 験 値 に 基 づ い て 定 め ら れ て
い る 。 ア ク セ ル 踏 み 増 し 時 の よ う に モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ の 変 化 量 Δ Ｔ ｍ が 大 き い と き
に は 、 そ の ト ル ク 変 化 に よ っ て 車 両 の 振 動 や 揺 れ が 発 生 し 、 そ れ に よ っ て 角 加 速 度 α が 一
時 的 に 大 き く な り 、 角 加 速 度 α に 基 づ く ス リ ッ プ 判 定 （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ ） に お い て 、 ス
リ ッ プ 未 発 生 に も か か わ ら ず 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え て ス リ ッ プ 発 生 と 誤 判 定
す る お そ れ が あ る 。 こ の た め 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ で モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ の 変 化 量 Δ Ｔ
ｍ と 閾 値 Ｔ ｔ ｈ ｒ と を 比 較 し 、 変 化 量 Δ Ｔ ｍ が 閾 値 Ｔ ｔ ｈ ｒ を 越 え る と き に は ス リ ッ プ 未
発 生 に も か か わ ら ず ス リ ッ プ 発 生 と 誤 判 定 す る お そ れ が あ る と 判 断 し て 、 ト ル ク 制 限 の 処
理 つ ま り ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 ル ー チ ン （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ） や ス リ ッ プ 収 束 時 制 御 ル ー チ
ン （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ４ ） に 進 む 可 能 性 の あ る ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ 等 を 行 う こ と な く 、 ス テ ッ
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プ Ｓ １ １ ６ の グ リ ッ プ 時 制 御 ル ー チ ン を 行 う よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
さ て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ で モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ の 変 化 量 Δ Ｔ が 閾 値 Ｔ ｔ ｈ ｒ 以 下 の と
き に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ で 入 力 し た 回 転 角 θ に 基 づ い て モ ー タ 回 転 数 Ｎ ｍ を 算 出 し 、 こ
の モ ー タ 回 転 数 Ｎ ｍ に 基 づ い て 角 加 速 度 α を 計 算 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ ） 。 こ こ で は 、
角 加 速 度 α の 計 算 は 、 今 回 得 ら れ た 回 転 数 Ｎ ｍ か ら 前 回 得 ら れ た 回 転 数 Ｎ ｍ を 減 じ る （ 今
回 の 回 転 数 Ｎ ｍ － 前 回 の 回 転 数 Ｎ ｍ ） こ と に よ り 行 う も の と す る 。 な お 、 角 加 速 度 α の 単
位 は 、 回 転 数 Ｎ ｍ の 単 位 を １ 分 間 あ た り の 回 転 数 ［ ｒ ｐ ｍ ］ で 示 す と 、 本 プ ロ グ ラ ム の 実
行 時 間 間 隔 は ８ ｍ ｓ ｅ ｃ で あ る か ら 、 ［ ｒ ｐ ｍ ／ ８ ｍ ｓ ｅ ｃ ］ と な る 。 勿 論 、 回 転 速 度 の
時 間 変 化 率 と し て 示 す こ と が で き れ ば 、 如 何 な る 単 位 を 採 用 す る も の と し て も 構 わ な い 。
ま た 、 角 加 速 度 α は 、 誤 差 を 小 さ く す る た め に 今 回 か ら 過 去 数 回 （ 例 え ば 、 ３ 回 ） に 亘 っ
て 計 算 さ れ た 角 加 速 度 の 平 均 を 用 い る も の と し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ う し て 角 加 速 度 α が 計 算 さ れ る と 、 こ の 角 加 速 度 α に 基 づ い て 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ の
ス リ ッ プ 状 態 を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ ） 。 こ こ で は 、 角 加 速 度 α と 、 空 転 に よ る ス
リ ッ プ が 発 生 し た と み な す こ と の で き る 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ と を 比 較 し 、 角 加 速 度 α が 閾 値 α
ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え て い る と 判 定 さ れ た と き に は 、 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に ス リ ッ プ が 発 生 し
た と 判 断 し て 、 ス リ ッ プ の 発 生 を 示 す ス リ ッ プ 発 生 フ ラ グ Ｆ １ を 値 １ に セ ッ ト し （ ス テ ッ
プ Ｓ １ １ ８ ） 、 後 述 す る ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 ル ー チ ン （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ） を 行 っ た あ と
、 こ の プ ロ グ ラ ム を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ で 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え て い な い と 判 定 さ れ た と き
に は 、 次 に ス リ ッ プ 発 生 フ ラ グ Ｆ １ の 状 態 を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ ） 。 ス リ ッ プ 発
生 フ ラ グ Ｆ １ が 値 １ で あ る と 判 定 さ れ た と き に は 、 角 加 速 度 α が 負 の 値 で あ り 且 つ そ れ が
所 定 時 間 継 続 し て い る と い う ス リ ッ プ 収 束 条 件 を 満 足 す る か 否 か を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ １
２ ２ ） 、 こ の ス リ ッ プ 収 束 条 件 を 満 足 し た と き に は 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に 発 生 し た ス リ
ッ プ は 収 束 し た と 判 断 し て 後 述 す る ス リ ッ プ 収 束 時 制 御 ル ー チ ン （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ４ ） を
行 っ た あ と 、 こ の プ ロ グ ラ ム を 終 了 す る 。 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ２ で ス リ ッ プ 収 束 条 件 を
満 足 し な か っ た と き に は 、 発 生 し た ス リ ッ プ は 未 だ 収 束 し て い な い と 判 断 し て 、 ス リ ッ プ
発 生 時 制 御 ル ー チ ン （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ） を 行 い 、 そ の 後 こ の プ ロ グ ラ ム を 終 了 す る 。 ま
た 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ で ス リ ッ プ 発 生 フ ラ グ Ｆ １ が 値 １ で な い と 判 定 さ れ た と き に は 、 駆
動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ は 路 面 を グ リ ッ プ し て い る と 判 断 し て 、 後 述 す る グ リ ッ プ 時 制 御 ル ー
チ ン （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ６ ） を 行 い 、 そ の 後 こ の プ ロ グ ラ ム を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 各 制 御 ル ー チ ン 、 つ ま り ス テ ッ プ Ｓ １ １ ６ の グ リ ッ プ 時 制 御 ル ー チ ン 、 ス テ ッ プ Ｓ １
２ ０ の ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 ル ー チ ン 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ４ の ス リ ッ プ 収 束 時 制 御 ル ー チ ン に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
グ リ ッ プ 時 制 御 は 、 通 常 の モ ー タ １ ２ の 駆 動 制 御 で あ る と 同 時 に ト ル ク 制 限 が 禁 止 さ れ て
い る と き の モ ー タ １ ２ の 駆 動 制 御 で あ り 、 図 ４ の グ リ ッ プ 時 制 御 ル ー チ ン に 基 づ い て 行 わ
れ る 。 こ の ル ー チ ン が 開 始 さ れ る と 、 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ４ ２ は 、 ま ず 、 モ ー
タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ に 基 づ い て モ ー タ １ ２ か ら 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ に 見 合 う ト ル ク が 出 力 さ
れ る よ う モ ー タ １ ２ を 駆 動 制 御 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ ） 。 続 い て 、 ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ
グ Ｆ ０ が 値 １ か 否 か を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ２ ） 、 フ ラ グ Ｆ ０ が 値 ０ の と き つ ま り ト ル
ク 制 限 が 禁 止 さ れ て い な い と き に は 、 そ の ま ま こ の ル ー チ ン を 終 了 す る 。 一 方 、 フ ラ グ Ｆ
０ が 値 １ の と き つ ま り ト ル ク 制 限 が 禁 止 さ れ て い る と き に は 、 こ の フ ラ グ Ｆ ０ が 値 １ に な
っ て か ら 所 定 の 制 限 禁 止 時 間 が 経 過 し た か 否 か を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ４ ） 、 制 限 禁 止
時 間 が 経 過 し て い な い と き に は そ の ま ま こ の ル ー チ ン を 終 了 し 、 制 限 禁 止 時 間 が 経 過 し た
と き に は フ ラ グ Ｆ ０ を 値 ０ に リ セ ッ ト し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ６ ） 、 こ の ル ー チ ン を 終 了 す る
。 こ こ で 、 制 限 禁 止 時 間 は 、 ト ル ク 制 限 を 禁 止 す る 時 間 幅 と し て 予 め 定 め ら れ た 値 で あ る
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。 具 体 的 に は 、 ド ラ イ バ の ア ク セ ル 踏 み 増 し 操 作 に 起 因 し て 発 生 す る モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ
ｍ ＊ の 変 化 量 Δ Ｔ ｍ が 閾 値 Ｔ ｔ ｈ ｒ よ り 大 き く な る と そ の ト ル ク 変 化 に よ っ て 車 両 に 振 動
や 揺 れ が 発 生 し て 角 加 速 度 α が 変 動 す る こ と が あ る が 、 そ の よ う に 角 加 速 度 α が 変 動 し 始
め て か ら そ の 変 動 が 収 ま る ま で の 時 間 を 経 験 的 に 求 め 、 そ の 経 験 値 に 基 づ い て 制 限 禁 止 時
間 が 定 め ら れ て い る 。 こ の グ リ ッ プ 時 制 御 ル ー チ ン に よ り 、 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ が 路 面
を グ リ ッ プ し て い る と き や ト ル ク 制 限 が 禁 止 さ れ て い る 期 間 中 は 、 モ ー タ １ ２ か ら モ ー タ
要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ に 見 合 う ト ル ク が 出 力 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 は 、 ス リ ッ プ に よ り 角 加 速 度 α が 上 昇 し た と き に そ の 角 加 速 度 α を 低
下 さ せ る た め に 行 う モ ー タ １ ２ の 駆 動 制 御 で あ り 、 図 ５ の ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 ル ー チ ン に
基 づ い て 行 わ れ る 。 こ の ル ー チ ン が 実 行 さ れ る と 、 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ４ ２ は
、 ま ず 、 角 加 速 度 α が ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ を 越 え て い る か 否 か を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５
０ ） 、 角 加 速 度 α が ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ を 越 え て い る と 判 定 さ れ た と き に は ピ ー ク 値 α ｐ
ｅ ａ ｋ の 値 を 角 加 速 度 α に 更 新 す る 処 理 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ２ ） 。 こ こ で 、 ピ ー ク 値
α ｐ ｅ ａ ｋ は 、 基 本 的 に は 、 ス リ ッ プ に よ り 角 加 速 度 α が 上 昇 し て ピ ー ク を 示 す と き の 角
加 速 度 の 値 で あ り 、 初 期 値 と し て 値 ０ が 設 定 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 角 加 速 度 α が 上 昇
し て ピ ー ク に 達 す る ま で の 間 は ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ を 角 加 速 度 α の 値 に 順 次 更 新 し て い き
、 角 加 速 度 α が ピ ー ク に 達 し た 時 点 で そ の 角 加 速 度 α が ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ と し て 固 定 さ
れ る こ と に な る 。 こ う し て ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ が 設 定 さ れ る と 、 こ の ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ
に 基 づ い て モ ー タ １ ２ が 出 力 で き る ト ル ク の 上 限 で あ る ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 設 定 す る
処 理 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ４ ） 。 こ の 処 理 は 、 こ こ で は 、 図 ６ に 例 示 す る マ ッ プ を 用 い
て 行 わ れ る 。 図 ６ は 、 角 加 速 度 α と ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ と の 関 係 を 示 す マ ッ プ で あ り 、
ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ は 角 加 速 度 α の 関 数 ｇ （ α ） と し て 表 さ れ る 。 こ の マ ッ プ で は 、 図
示 す る よ う に 、 角 加 速 度 α が 大 き く な る ほ ど ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ は 小 さ く な る 特 性 を 有
し て い る 。 し た が っ て 、 角 加 速 度 α が 上 昇 し て ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ が 大 き く な る ほ ど 、 即
ち ス リ ッ プ の 程 度 が 大 き い ほ ど 、 ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ と し て 小 さ な 値 が 設 定 さ れ 、 そ の
分 モ ー タ １ ２ か ら 出 力 さ れ る ト ル ク が 制 限 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ が 設 定 さ れ る と 、 モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ が 、 設 定 さ れ た ト ル ク 上
限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 越 え て い る か 否 か を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ６ ） 、 モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ
＊ が ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 越 え て い る と 判 定 さ れ た と き に は モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ を
ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ に 修 正 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ８ ） 。 そ し て 、 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ を 目 標 ト
ル ク と し て モ ー タ １ ２ か ら 目 標 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ に 見 合 う ト ル ク が 出 力 さ れ る よ う モ ー タ １ ２
を 駆 動 制 御 し て （ ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ０ ） 、 本 ル ー チ ン を 終 了 す る 。 こ れ に よ り 、 ス リ ッ プ 発
生 時 に お い て モ ー タ １ ２ か ら 出 力 さ れ る ト ル ク は 、 ス リ ッ プ を 抑 制 す る た め の 低 い ト ル ク
（ 具 体 的 に は 、 図 ６ の マ ッ プ に お い て 角 加 速 度 の ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ に 対 応 す る ト ル ク 上
限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ ） に 制 限 さ れ る の で 、 ス リ ッ プ を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ス リ ッ プ 収 束 時 制 御 は 、 ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 に よ る ト ル ク の 制 限 に よ り 角 加 速 度 α が 低 下
し た と き に 、 制 限 し た ト ル ク を 復 帰 さ せ る た め に 行 う モ ー タ １ ２ の 駆 動 制 御 で あ る 。 こ こ
で は 、 ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 所 定 の 待 機 時 間 の 経 過 ご と に 段 階 的 に 上 昇 さ せ て い き 、 モ
ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ が ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 越 え る と き に は モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊
を ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ と し て モ ー タ １ ２ を 駆 動 制 御 す る 。 ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ の 設 定
に つ い て は 、 ま ず 、 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 上 回 っ た 時 点 か ら 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 下
回 っ た 時 点 ま で の 角 加 速 度 α の 時 間 積 分 値 α ｉ ｎ ｔ を 求 め 、 そ の 時 間 積 分 値 α ｉ ｎ ｔ の 関
数 と し て ガ ー ド 値 δ （ 単 位 は 、 角 加 速 度 と 同 じ 単 位 の ［ ｒ ｐ ｍ ／ ８ ｍ ｓ ｅ ｃ ］ ） を 算 出 し
、 図 ６ の マ ッ プ を 用 い て こ の ガ ー ド 値 δ に 対 応 す る ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 求 め 、 こ の 値
を ス リ ッ プ 収 束 時 開 始 当 初 の ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ と す る 。 そ の 後 所 定 の 待 機 時 間 が 経 過
す る ご と に 、 ガ ー ド 値 δ を 一 定 量 Δ δ ず つ 減 少 さ せ て 新 た な ガ ー ド 値 δ と し 、 図 ６ の マ ッ
プ を 用 い て そ の ガ ー ド 値 δ に 対 応 す る ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 新 た な ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ
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ｘ と す る 。 そ し て 、 最 終 的 に ガ ー ド 値 δ が ゼ ロ 以 下 に な っ た 時 点 で 各 フ ラ グ Ｆ ０ ， Ｆ １ を
リ セ ッ ト し 、 こ の ス リ ッ プ 収 束 時 制 御 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ７ は 、 ア ク セ ル 開 度 の 時 間 変 化 、 角 加 速 度 α の 時 間 変 化 、 モ ー タ １ ２ か ら 出 力 さ れ る ト
ル ク の 時 間 変 化 、 各 フ ラ グ の 時 間 変 化 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 図 ８ は 、 角 加 速 度 α の 時 間 変
化 に 基 づ い て ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ が 設 定 さ れ る 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 こ こ で は 、 時
刻 ｔ ｎ と 時 刻 ｔ ｎ － １ と の 時 間 間 隔 は ４ ０ ｍ ｓ ｅ ｃ （ 図 ２ の プ ロ グ ラ ム は ８ ｍ ｓ ｅ ｃ ご と
に 実 行 さ れ る の で こ の 間 に ５ 回 実 行 さ れ る ） と し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 時 刻 ｔ ０ に お い て 、 車 両 停 止 時 又 は 低 速 時 に ド ラ イ バ が ア ク セ ル を 踏
み 込 み 、 そ の 踏 み 込 ん だ 状 態 が 少 な く と も 時 刻 ｔ ２ ３ ま で 継 続 さ れ た と す る 。 こ の ア ク セ
ル の 踏 み 込 み に 応 じ て 、 モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ は 、 図 ７ に 点 線 で 示 す よ う に 、 時 刻 ｔ ０
か ら 時 刻 ｔ ７ に 至 る ま で の 期 間 に お い て 当 初 は 急 激 に 立 ち 上 が り そ の 後 な だ ら か に 増 加 し
て い き 、 時 刻 ｔ ７ 以 降 に お い て 一 定 値 で 推 移 す る 。 こ こ で は 、 モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ が
時 刻 ｔ ０ か ら 時 刻 ｔ １ に な っ た と き の 変 化 量 Δ Ｔ ｍ が 閾 値 Ｔ ｔ ｈ ｒ を 越 え て お り 、 時 刻 ｔ
１ に お い て ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ が 値 １ に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
時 刻 ｔ ０ か ら 時 刻 ｔ １ で は ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ と ス リ ッ プ 発 生 フ ラ グ Ｆ １ は 共 に 値
０ の た め グ リ ッ プ 時 制 御 が 実 行 さ れ モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ に 見 合 っ た ト ル ク が モ ー タ １
２ か ら 出 力 さ れ 、 ま た 、 時 刻 ｔ １ か ら 時 刻 ｔ ６ で は ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ が 値 １ の た
め こ こ で も グ リ ッ プ 時 制 御 が 実 行 さ れ 、 時 刻 ｔ ６ で ト ル ク 制 限 禁 止 時 間 （ こ こ で は ２ ０ ０
ｍ ｓ ｅ ｃ と し た ） が 経 過 す る と ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ が 値 ０ に 設 定 さ れ る 。 こ の 時 刻
ｔ １ か ら 時 刻 ｔ ６ の 間 、 角 加 速 度 α は 大 き な ト ル ク 変 化 に よ っ て 変 動 し て 一 時 的 に 閾 値 α
ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え て い る が 、 ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 を 行 う こ と が な い た め 、 ト ル ク 制 限 を 受 け
る こ と は な い 。 し た が っ て 、 モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ と モ ー タ １ ２ か ら 出 力 さ れ る ト ル ク
と が 一 致 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
時 刻 ｔ ７ で は 、 ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ は 値 ０ で あ り ト ル ク 制 限 が 禁 止 さ れ て い な い た
め 、 角 加 速 度 α に 基 づ く ス リ ッ プ 判 定 が 行 わ れ 、 こ の と き の 角 加 速 度 α は 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ
を 越 え て い る た め 、 ス リ ッ プ 発 生 フ ラ グ Ｆ １ は 値 １ に 設 定 さ れ 、 ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 が 実
行 さ れ る 。 そ し て 、 時 刻 ｔ ９ で 角 加 速 度 α が ピ ー ク に 達 す る ま で は 図 ６ の マ ッ プ か ら 角 加
速 度 α に 応 じ た ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ が 適 時 設 定 さ れ る （ 図 ８ （ ａ ） 参 照 ） 。 こ の 間 、 モ
ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ は ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 越 え て い る た め 、 モ ー タ １ ２ か ら 出 力 さ
れ る ト ル ク は ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ に 制 限 さ れ る 。 ま た 、 時 刻 ｔ １ ０ か ら 時 刻 ｔ １ ３ ま で
は 、 角 加 速 度 α の ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ に 対 応 す る ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ に ト ル ク が 制 限 さ
れ る （ 図 ８ （ ｂ ） 参 照 ） 。 こ の 間 、 モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ は ト ル ク 上 限 値 ｍ ａ ｘ を 越 え
て い る た め 、 モ ー タ １ ２ か ら 出 力 さ れ る ト ル ク は ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ に 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
時 刻 ｔ １ ４ は 、 角 加 速 度 α が 負 の 値 で あ り 且 つ そ れ が 所 定 時 間 継 続 し て い る と い う ス リ ッ
プ 収 束 条 件 を 満 た し た 時 点 で あ り 、 こ の 時 点 で ス リ ッ プ は 収 束 し た と 判 断 さ れ る 。 こ の た
め 、 時 刻 ｔ １ ４ 以 降 は 、 ス リ ッ プ 収 束 時 制 御 が 実 行 さ れ 、 上 述 し た 時 間 積 分 値 α ｉ ｎ ｔ を
求 め 、 そ の 時 間 積 分 値 α ｉ ｎ ｔ の 関 数 と し て ガ ー ド 値 δ を 算 出 し 、 図 ６ の マ ッ プ を 用 い て
こ の ガ ー ド 値 δ に 対 応 す る ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 求 め （ 図 ８ （ ｃ ） 参 照 ） 、 こ の 値 を ス
リ ッ プ 収 束 時 開 始 当 初 の ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ と す る 。 そ の 後 所 定 の 待 機 時 間 が 経 過 す る
ご と に 、 ガ ー ド 値 δ を 一 定 量 Δ δ ず つ 減 少 さ せ て 新 た な ガ ー ド 値 δ と し 、 図 ６ の マ ッ プ を
用 い て そ の ガ ー ド 値 δ に 対 応 す る ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 新 た な ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ と
す る （ 図 ８ （ ｄ ） 参 照 ） 。 そ し て 、 最 終 的 に ガ ー ド 値 δ が ゼ ロ 以 下 に な っ た 時 刻 ｔ ２ ３ で
各 フ ラ グ Ｆ ０ ， Ｆ １ を リ セ ッ ト し 、 こ の ス リ ッ プ 収 束 時 制 御 を 終 了 す る 。 こ の 結 果 、 時 刻
ｔ ２ ３ 以 降 は 、 モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ と モ ー タ １ ２ か ら 出 力 さ れ る ト ル ク と が 一 致 す る
。

10

20

30

40

50

(11) JP 2004-112973 A 2004.4.8



【 ０ ０ ４ ２ 】
こ こ で 、 本 実 施 形 態 の 構 成 要 素 と 本 発 明 の 構 成 要 素 と の 対 応 関 係 を 明 ら か に す る 。 本 実 施
形 態 の 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ４ ２ が 、 本 発 明 の 角 加 速 度 検 出 手 段 、 ス リ ッ プ 検 出
手 段 、 ト ル ク 制 限 手 段 、 状 態 判 定 手 段 、 ト ル ク 制 限 禁 止 手 段 に 相 当 す る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４
２ が 実 行 す る ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ が 角 加 速 度 検 出 手 段 の 処 理 に 相 当 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ が
ス リ ッ プ 検 出 手 段 の 処 理 に 相 当 し 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ の ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 ル ー チ ン や ス
テ ッ プ Ｓ １ ２ ４ の ス リ ッ プ 収 束 時 制 御 ル ー チ ン が ト ル ク 制 限 手 段 の 処 理 に 相 当 し 、 ス テ ッ
プ Ｓ １ ０ ４ や ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ が 状 態 判 定 手 段 の 処 理 に 相 当 し 、 ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ
０ が 値 １ の と き に ス テ ッ プ Ｓ １ １ ６ の グ リ ッ プ 時 制 御 ル ー チ ン を 実 行 す る 処 理 が ト ル ク 制
限 禁 止 手 段 の 処 理 に 相 当 す る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ ２ は ト ル ク 変 化 量 判 定 手 段 に も 相 当 し 、 ス
テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ が ト ル ク 変 化 量 判 定 手 段 の 処 理 に 相 当 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ８ が ト ル ク 変
化 量 判 定 手 段 の 処 理 に 相 当 す る 。 更 に 、 モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ の 変 化 量 Δ Ｔ ｍ が 閾 値 Ｔ
ｔ ｈ ｒ を 越 え て い る と 判 定 さ れ た と き が 、 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ の ト ル ク 指 令 値 の 変 化 量
が 所 定 範 囲 外 と 判 定 さ れ た と き に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
以 上 詳 述 し た 本 実 施 形 態 で は 、 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 の 角 加 速 度 α に
基 づ い て ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 、 こ の ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に モ ー タ １ ２ の 出 力 ト
ル ク を 制 限 す る こ と に よ り 駆 動 輪 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る 。 し か し 、 ア ク
セ ル 操 作 に 基 づ い て 得 ら れ る モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ の 変 化 量 Δ Ｔ ｍ が 閾 値 Ｔ ｔ ｈ ｒ を 越
え て い る と き の よ う に 、 車 両 運 転 状 態 が ス リ ッ プ に 依 存 せ ず に 角 加 速 度 が 変 動 す る 状 態 に
あ る と き に は 、 仮 に 角 加 速 度 α に 基 づ い て ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と し て も そ れ は ス リ ッ プ
以 外 の 原 因 に よ る こ と が 考 え ら れ る た め 、 モ ー タ １ ２ の 出 力 ト ル ク を 制 限 す る の を 禁 止 す
る 。 し た が っ て 、 角 加 速 度 α に 基 づ い て ス リ ッ プ を 検 出 す る 際 に 、 ス リ ッ プ の 誤 検 出 に よ
り 出 力 ト ル ク が 制 限 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ の
変 化 量 Δ Ｔ ｍ を 用 い て ト ル ク 制 限 を 禁 止 す る か 否 か を 判 定 し て い る た め 、 一 旦 出 力 ト ル ク
の 制 限 を 行 っ た あ と そ の 制 限 を 禁 止 す る の で は な く 、 出 力 ト ル ク の 制 限 を 行 う 前 に そ の 制
限 を 禁 止 す る こ と が で き る 。 更 に 、 ス リ ッ プ の 検 出 は 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え
た と き に ス リ ッ プ を 検 出 す る た め 、 ス リ ッ プ の 検 出 を 簡 単 か つ 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
更 に ま た 、 モ ー タ の 出 力 ト ル ク の 制 限 を 禁 止 す る の は 所 定 の 制 限 禁 止 時 間 だ け で あ る た め
、 そ の 制 限 禁 止 期 間 が 経 過 し た あ と ス リ ッ プ が 発 生 し た と き に は 迅 速 に そ の ス リ ッ プ を 抑
制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
［ 第 ２ 実 施 形 態 ］
図 ９ は 、 ス リ ッ プ 制 御 装 置 と し て 機 能 す る 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ０ を 備 え る ハ イ ブ リ ッ ド 車
１ １ ０ の 構 成 の 概 略 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 図 ９ に お い て 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ 構 成 要 素 に
つ い て は 同 じ 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。 こ の ハ イ ブ リ ッ ド 車 １ １ ０ は 、 図 示 す る
よ う に 、 エ ン ジ ン １ １ １ と 、 エ ン ジ ン １ １ １ に 接 続 さ れ エ ン ジ ン １ １ １ の 動 力 を 駆 動 輪 １
８ ａ ， １ ８ ｂ と ジ ェ ネ レ ー タ １ １ ３ と に 分 割 す る プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ １ ７ と 、 プ ラ ネ タ リ ギ
ヤ １ １ ７ に 接 続 さ れ た 発 電 可 能 な ジ ェ ネ レ ー タ １ １ ３ と 、 同 じ く プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ １ ７ に
接 続 さ れ る と 共 に 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 に 直 接 動 力 を 出 力 可 能 な よ う
に 接 続 さ れ た モ ー タ １ １ ２ と を 備 え て い る 。 モ ー タ １ １ ２ は イ ン バ ー タ 回 路 １ １ ４ を 介 し
て バ ッ テ リ １ １ ６ に 接 続 さ れ 、 ジ ェ ネ レ ー タ １ １ ３ は イ ン バ ー タ 回 路 １ １ ５ を 介 し て バ ッ
テ リ １ １ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ０ は 、 こ れ ら の イ ン バ ー タ 回 路 １ １ ４
， １ １ ５ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 へ の ス イ ッ チ ン グ 制 御 信 号 を 出 力 す る 。 ま た 、 電 子 制 御 ユ ニ
ッ ト ４ ０ は 、 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に ス リ ッ プ が 発 生 し た と き に は 、 駆 動 輪 １ ８ ａ 、 １ ８
ｂ の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る こ と に よ り ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ う し て 構 成 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド 車 １ １ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 示 し な い ハ イ ブ リ
ッ ド Ｅ Ｃ Ｕ は 、 エ ン ジ ン １ １ １ と モ ー タ １ １ ２ の 一 方 又 は 両 方 を 動 力 源 と し て 走 行 す る よ
う ハ イ ブ リ ッ ド 制 御 を 行 う 。 例 え ば 、 発 進 時 や 低 速 走 行 時 の よ う に エ ン ジ ン 効 率 が 低 く な
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る 領 域 で は 、 エ ン ジ ン １ １ １ を 停 止 さ せ 、 モ ー タ １ １ ２ の 動 力 で 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を
駆 動 さ せ て 走 行 す る よ う 制 御 す る 。 ま た 、 通 常 走 行 時 に は 、 エ ン ジ ン １ １ １ を 起 動 さ せ て
そ の エ ン ジ ン １ １ １ の 動 力 を プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ １ ７ で 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ と ジ ェ ネ レ ー
タ １ １ ３ と に 分 割 し 、 ジ ェ ネ レ ー タ １ １ ３ に 発 電 さ せ て そ の 発 電 電 力 で モ ー タ １ １ ２ を 駆
動 し て 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ の 駆 動 を 補 助 す る よ う 制 御 す る 。 全 開 加 速 等 の 高 負 荷 時 に は
、 こ れ に 加 え て バ ッ テ リ １ １ ６ か ら も モ ー タ １ １ ２ に パ ワ ー が 供 給 さ れ 、 更 に 駆 動 力 が 追
加 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
次 に 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 １ １ ０ の 動 作 の う ち 、 特 に 、 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に ス リ ッ プ が 発
生 し た と き の 駆 動 制 御 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ０ は 、 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ０ に よ り 実 行 さ
れ る 駆 動 制 御 プ ロ グ ラ ム の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 こ の プ ロ グ ラ ム は 、 所 定 時
間 毎 （ こ こ で は ８ ｍ ｓ ｅ ｃ 毎 ） に Ｒ Ｏ Ｍ ４ ４ か ら 読 み 出 さ れ て 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
こ の 駆 動 制 御 プ ロ グ ラ ム が 開 始 さ れ る と 、 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ４ ２ は 、 ま ず 、
ア ク セ ル 開 度 Ａ ｃ ｃ や 車 速 Ｖ や 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 の 回 転 角 θ な ど
を 入 力 す る 処 理 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ０ ） 。 次 に 、 駆 動 輪 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ に 接 続 さ れ た
駆 動 軸 の ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ を 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ ） 。 具 体 的 に は 、 ア ク セ ル 開 度
Ａ ｃ ｃ と 車 速 Ｖ と に 基 づ い て 、 ア ク セ ル 開 度 Ａ ｃ ｃ と 車 速 Ｖ と ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ と の 関 係
を 表 す 図 ３ に 類 似 の マ ッ プ か ら ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ を 求 め る 。 続 い て 、 ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ
グ Ｆ ０ が 値 １ に セ ッ ト さ れ て い る か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ ） 。 ス テ ッ プ Ｓ ２
０ ４ で ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ が 値 ０ つ ま り ト ル ク 制 限 が 禁 止 さ れ て い な い と き に は 、
駆 動 輪 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ の 駆 動 軸 の 角 加 速 度 α を 計 算 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ ） 、 そ の 角 加 速
度 α と 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ と を 比 較 し た 結 果 に 基 づ い て 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ の ス リ ッ プ 状 態
を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ ） 。 角 加 速 度 α の 計 算 や ス リ ッ プ 状 態 の 判 定 は 、 第 １ 実 施
形 態 と 同 様 で あ る た め 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ で 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え て い る と 判 定 さ れ た と き に は 、 ス
リ ッ プ 発 生 フ ラ グ Ｆ １ が 値 １ か 否 か を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ４ ） 、 ス リ ッ プ 発 生 フ ラ グ
Ｆ １ が 値 ０ の と き 、 つ ま り 前 回 ま で 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え て い な か っ た の に
今 回 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え た と き に は 、 ス リ ッ プ 発 生 フ ラ グ Ｆ １ に 値 １ を 設 定 し （ ス テ ッ
プ Ｓ ２ １ ６ ） 、 時 間 計 測 を 開 始 す る と と も に 計 測 フ ラ グ Ｆ ２ に 値 １ を 設 定 す る （ ス テ ッ プ
Ｓ ２ １ ８ ） 。 こ の 計 測 フ ラ グ Ｆ ２ は 時 間 計 測 を し て い な い と き に は 値 ０ 、 時 間 計 測 中 の と
き に は 値 １ に セ ッ ト さ れ る 。 そ の 後 、 角 加 速 度 α を ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ に 設 定 し （ ス テ ッ
プ Ｓ ２ ２ ２ ） 、 ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 ル ー チ ン （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ４ ） を 行 っ た あ と 、 こ の プ
ロ グ ラ ム を 終 了 す る 。 本 実 施 形 態 の ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 ル ー チ ン は 、 図 １ １ に 示 す ス リ ッ
プ 発 生 時 制 御 ル ー チ ン の フ ロ ー チ ャ ー ト に し た が っ て 実 行 さ れ る 。 即 ち 、 駆 動 輪 １ ８ ａ 、
１ ８ ｂ の 駆 動 ト ル ク の ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 図 ６ と 類 似 の グ ラ フ を 用 い て ピ ー ク 値 α ｐ
ｅ ａ ｋ の 関 数 と し て 算 出 す る こ と に よ り 設 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ０ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２
で 求 め た ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ が こ の ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 越 え る か 否 か を 判 定 し （ ス テ ッ
プ Ｓ ３ １ ０ ） 、 ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ が ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 越 え な い と き に は ス テ ッ プ Ｓ
３ ３ ０ に 進 み 、 ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ が ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 越 え る と き に は ト ル ク 指 令 値
Ｔ ＊ を ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ に 制 限 し （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ ０ ） 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ０ に 進 む 。
そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ ０ で は 、 ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ に 基 づ い て エ ン ジ ン １ １ １ や モ ー タ １
１ ２ や ジ ェ ネ レ ー タ １ １ ３ の 目 標 ト ル ク や 目 標 回 転 数 を 設 定 し 、 各 々 の 目 標 値 に 応 じ て こ
れ ら を 制 御 し 、 こ の ル ー チ ン を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
こ こ で 、 各 々 の 目 標 値 を 設 定 す る 具 体 例 と し て 、 バ ッ テ リ １ １ ６ の 充 電 が 不 要 で 駆 動 輪 １
８ ａ ， １ ８ ｂ へ の 要 求 動 力 Ｐ ＊ の す べ て が エ ン ジ ン １ １ １ で 賄 わ れ る 場 合 を と り あ げ て 説
明 す る 。 ま ず 、 ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ と 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 の 回 転 数 Ｎ
（ 回 転 角 θ か ら 算 出 ） と に 基 づ い て そ の 駆 動 軸 に 出 力 す べ き 要 求 動 力 Ｐ ＊ （ ＝ Ｔ ＊ × Ｎ ）
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を 求 め る 。 こ こ で は 、 要 求 動 力 Ｐ ＊ は エ ン ジ ン １ １ １ の 目 標 ト ル ク Ｔ ｅ ＊ と 目 標 回 転 数 Ｎ
ｅ ＊ と の 積 に な る が 、 エ ン ジ ン １ １ １ の 高 効 率 な 運 転 が 可 能 な 組 合 せ を マ ッ ピ ン グ し た 図
示 し な い マ ッ プ か ら 目 標 ト ル ク Ｔ ｅ ＊ と 目 標 回 転 数 Ｎ ｅ ＊ を 設 定 す る 。 そ し て 、 駆 動 輪 １
８ ａ ， １ ８ ｂ の ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ と エ ン ジ ン の 目 標 ト ル ク Ｔ ｅ ＊ と プ ラ ネ タ リ ギ ヤ １ １ ７
の ギ ヤ 比 と に 基 づ い て モ ー タ １ １ ２ の 目 標 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ を 設 定 し 、 エ ン ジ ン の 目 標 回 転 数
Ｎ ｅ ＊ と 駆 動 軸 の 回 転 数 Ｎ と に 基 づ い て ジ ェ ネ レ ー タ １ １ ３ の 目 標 回 転 数 を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
さ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ４ で ス リ ッ プ 発 生 フ ラ グ Ｆ １ が 値 １ の と き 、 つ ま り 前 回 も 今 回 も 角
加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え て い た と き に は 、 加 速 度 α が ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ を 越 え
て い る か 否 か を 判 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ０ ） 、 角 加 速 度 α が ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ を 越 え て
い る と 判 定 さ れ た と き に は ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ の 値 を 角 加 速 度 α に 更 新 す る 処 理 を 行 い （
ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ２ ） 、 そ の 後 ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 ル ー チ ン （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ４ ） を 行 い 、
こ の プ ロ グ ラ ム を 終 了 す る 。 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ０ で 角 加 速 度 α が ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ
を 越 え て い な か っ た と き に は 、 そ の と き の ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ が 角 加 速 度 α の ピ ー ク と し
て 固 定 さ れ る 。 つ ま り 、 そ の と き の ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ が 、 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ
を 越 え て 増 加 し た あ と 減 少 し 始 め た 点 と な る 。 そ し て 、 計 測 フ ラ グ Ｆ ２ が 値 １ か 否 か を 判
定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ４ ） 、 計 測 フ ラ グ Ｆ ２ が 値 １ の と き に は 時 間 計 測 を 終 了 す る と 共 に
計 測 フ ラ グ Ｆ ２ を 値 ０ に 設 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ６ ） 、 続 い て 計 測 し た 時 間 に 基 づ い て 角
加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え た の が エ ン ジ ン １ １ １ の 起 動 に 起 因 す る 機 械 共 振 に よ る
も の か ス リ ッ プ に よ る も の な の か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ８ ） 。 そ し て 、 機 械 共 振 に
よ る も の だ っ た と き に は 、 ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ に 値 １ を 設 定 す る と 共 に ス リ ッ プ 発
生 フ ラ グ Ｆ １ に 値 ０ を 設 定 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ０ ） 、 そ の 後 グ リ ッ プ 時 制 御 ル ー チ ン （ ス
テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ ） を 行 っ た あ と 、 こ の プ ロ グ ラ ム を 終 了 す る 。 な お 、 グ リ ッ プ 時 制 御 ル ー
チ ン は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 じ （ 図 ４ 参 照 、 但 し ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ で は 、 ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊
に 基 づ い て エ ン ジ ン １ １ １ や モ ー タ １ １ ２ や ジ ェ ネ レ ー タ １ １ ３ の 目 標 ト ル ク や 目 標 回 転
数 を 設 定 し 、 各 々 の 目 標 値 に 応 じ て こ れ ら を 制 御 す る ） で あ る た め 、 そ の 説 明 を 省 略 す る
。 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ で ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ が 値 １ の と き に も 、 グ リ ッ プ 時 制
御 ル ー チ ン （ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ ） を 行 っ た あ と 、 こ の プ ロ グ ラ ム を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
と こ ろ で 、 機 械 共 振 と は 、 エ ン ジ ン １ １ １ の 起 動 時 の 振 動 等 に よ っ て 発 生 す る も の で あ る
。 こ の 機 械 共 振 に よ っ て 角 加 速 度 α が 一 時 的 に 大 き く な り 、 ス リ ッ プ 未 発 生 に も か か わ ら
ず 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え て ス リ ッ プ 発 生 と 誤 判 定 す る お そ れ が あ る 。 こ こ で
、 機 械 共 振 に よ っ て 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え た と き に は 短 時 間 で 角 加 速 度 α が
ピ ー ク に 達 す る の に 対 し て 、 ス リ ッ プ に よ っ て 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え た と き
に は 長 時 間 か か っ て 角 加 速 度 α が ピ ー ク に 達 す る 。 こ の た め 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ８ で 、 計 測
し た 時 間 が 機 械 共 振 に よ る も の と 同 様 に 短 時 間 だ っ た と き に は 、 ト ル ク 制 限 の 処 理 つ ま り
ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 ル ー チ ン （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ４ ） や ス リ ッ プ 収 束 時 制 御 ル ー チ ン （ ス テ
ッ プ Ｓ ２ ３ ６ ） を 行 う こ と な く 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ の グ リ ッ プ 時 制 御 ル ー チ ン を 行 う よ う
に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
さ て 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ８ で 、 計 測 し た 時 間 に 基 づ い て 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え
た の が ス リ ッ プ に よ る も の だ と 判 定 さ れ た と き に は 、 引 き 続 き ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 ル ー チ
ン （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ４ ） を 行 い 、 そ の 後 こ の プ ロ グ ラ ム を 終 了 す る 。 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ２
２ ４ で 計 測 フ ラ グ Ｆ ２ が 値 ０ だ っ た と き に も 、 ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 ル ー チ ン （ ス テ ッ プ Ｓ
２ ３ ４ ） を 行 い 、 そ の 後 こ の プ ロ グ ラ ム を 終 了 す る 。 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ０ に お け る ス
リ ッ プ 発 生 フ ラ グ Ｆ １ の 値 の 判 定 や 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ２ に お け る ス リ ッ プ 収 束 条 件 を 満 た
す か 否 か の 判 定 に つ い て は 、 第 １ 実 施 形 態 の ス テ ッ プ Ｓ １ １ ４ ， Ｓ １ ２ ２ と 類 似 の 処 理 の
た め 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ６ の ス リ ッ プ 収 束 時 制 御 で は 、 駆 動 輪
１ ８ ａ ， １ ８ ｂ の ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 所 定 の 待 機 時 間 の 経 過 ご と に 段 階 的 に 上 昇 さ せ
て い き 、 ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ が ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 越 え る と き に は ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ を
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ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ と し 、 ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ に 基 づ い て エ ン ジ ン １ １ １ や モ ー タ １ １ ２
や ジ ェ ネ レ ー タ １ １ ３ の 目 標 ト ル ク や 目 標 回 転 数 を 設 定 し 、 各 々 の 目 標 値 に 応 じ て こ れ ら
を 制 御 す る 。 ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ の 設 定 に つ い て は 、 第 １ 実 施 形 態 の ス リ ッ プ 収 束 時 制
御 と 同 様 に し て ガ ー ド 値 δ を 算 出 し 、 図 ６ に 類 似 の マ ッ プ を 用 い て こ の ガ ー ド 値 δ に 対 応
す る ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 求 め 、 こ の 値 を ス リ ッ プ 収 束 時 開 始 当 初 の ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ
ａ ｘ と し 、 そ の 後 所 定 の 待 機 時 間 が 経 過 す る ご と に 、 ガ ー ド 値 δ を 一 定 量 Δ δ ず つ 減 少 さ
せ て 新 た な ガ ー ド 値 δ と し 、 図 ６ に 類 似 の マ ッ プ を 用 い て そ の ガ ー ド 値 δ に 対 応 す る ト ル
ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 新 た な ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ と す る 。 そ し て 、 最 終 的 に ガ ー ド 値 δ が
ゼ ロ 以 下 に な っ た 時 点 で 各 フ ラ グ Ｆ ０ ， Ｆ １ を リ セ ッ ト し 、 こ の ス リ ッ プ 収 束 時 制 御 を 終
了 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 １ ２ は 、 角 加 速 度 α の 時 間 変 化 と 各 フ ラ グ の 時 間 変 化 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 こ こ で は 、
時 刻 ｔ ｎ と 時 刻 ｔ ｎ － １ と の 時 間 間 隔 は １ ６ ｍ ｓ ｅ ｃ （ 図 １ ０ の プ ロ グ ラ ム は ８ ｍ ｓ ｅ ｃ
ご と に 実 行 さ れ る の で こ の 間 に ２ 回 実 行 さ れ る ） と し た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 １ ２ の 角 加 速 度 α の 時 間 変 化 の グ ラ フ は 、 時 刻 ｔ ０ に お い て エ ン ジ ン １ １ １ が 起 動 さ れ
、 そ れ に よ り 車 両 に 振 動 や 揺 れ 等 が 発 生 し 、 角 加 速 度 α が ス リ ッ プ し て い な い に も か か わ
ら ず 変 動 し て 一 時 的 に 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え た と き の 様 子 を 表 し た も の で あ る 。 時 刻 ｔ １
～ 時 刻 ｔ ３ で は 、 角 加 速 度 α は 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え て い な い た め 、 グ リ ッ プ 時 制 御 が 実
行 さ れ 、 ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ に 見 合 っ た ト ル ク が 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ の 駆 動 軸 に 出 力 さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
時 刻 ｔ ４ で は 、 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え た た め ス リ ッ プ 発 生 フ ラ グ Ｆ １ が 値 １
に 設 定 さ れ 、 時 間 計 測 が 開 始 さ れ る と 共 に 計 測 フ ラ グ Ｆ ２ が 値 １ に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 こ
の と き の 角 加 速 度 α を ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ と し 、 こ の ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ に 対 応 す る ト ル
ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 図 ６ と 同 様 の マ ッ プ か ら 読 み 出 し 、 駆 動 輪 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ の 駆 動 軸 の
ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ が こ の ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 越 え る と き に は ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ を ト ル
ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ に 制 限 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
時 刻 ｔ ５ で は 、 前 回 と 同 じ く 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え て お り 、 前 回 に 比 べ て 角
加 速 度 α が 大 き い た め 今 回 の 角 加 速 度 α を ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ と し 、 こ の ピ ー ク 値 α ｐ ｅ
ａ ｋ に 対 応 す る ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 図 ６ と 類 似 の マ ッ プ か ら 読 み 出 し 、 駆 動 輪 １ ８ ａ
、 １ ８ ｂ の ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ が こ の ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ を 越 え る と き に は ト ル ク 指 令 値
Ｔ ＊ を ト ル ク 上 限 値 Ｔ ｍ ａ ｘ に 制 限 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
時 刻 ｔ ６ で は 、 前 回 と 同 じ く 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え て い る が 、 前 回 に 比 べ て
角 加 速 度 α が 小 さ い た め 、 前 回 の 角 加 速 度 α が ピ ー ク 値 α ｐ ｅ ａ ｋ と し て 確 定 し 、 ま た 、
時 間 計 測 を 終 了 す る と 共 に 計 測 フ ラ グ Ｆ ２ が 値 ０ に 設 定 さ れ る 。 そ し て 、 計 測 時 間 （ こ こ
で は 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え た 時 刻 ｔ ４ か ら ピ ー ク に 達 し た 時 刻 ｔ ５ ま で ） に
基 づ い て 、 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え た の が 機 械 共 振 に よ る も の か ス リ ッ プ に よ
る も の な の か を 判 定 す る 。 こ こ で は 、 機 械 共 振 に よ る 角 加 速 度 α の 時 間 変 化 の 様 子 を 予 め
経 験 的 に 求 め 、 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え て か ら ピ ー ク に 達 す る ま で の 時 間 を 算
出 し 、 そ の 時 間 に 基 づ い て 閾 値 Ｔ ｃ を 定 め 、 こ の 閾 値 Ｔ ｃ 以 下 の と き に は 機 械 共 振 に よ る
も の と 判 定 し 、 こ の 閾 値 Ｔ ｃ を 越 え る と き に は ス リ ッ プ に よ る も の と 判 定 す る こ と に し た
。 こ こ で は 、 計 測 時 間 は こ の 閾 値 Ｔ ｃ 以 下 で あ っ た と し 、 こ の 結 果 、 ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ
グ Ｆ ０ に 値 １ を 設 定 す る と 共 に ス リ ッ プ 発 生 フ ラ グ Ｆ １ に 値 ０ を 設 定 し 、 そ の 後 グ リ ッ プ
時 制 御 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
時 刻 ｔ ７ 以 降 、 ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ が 値 １ で あ る た め 、 グ リ ッ プ 時 制 御 が 行 わ れ 、
ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ が 値 １ に な っ て か ら 所 定 の 制 限 禁 止 時 間 が 経 過 し た 時 刻 ｔ １ ５
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に お い て 、 ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ が 値 ０ に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
こ こ で 、 本 実 施 形 態 の 構 成 要 素 と 本 発 明 の 構 成 要 素 と の 対 応 関 係 を 明 ら か に す る 。 本 実 施
形 態 の 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト ４ ０ の Ｃ Ｐ Ｕ ４ ２ が 、 本 発 明 の 角 加 速 度 検 出 手 段 、 ス リ ッ プ 検 出
手 段 、 ト ル ク 制 限 手 段 、 状 態 判 定 手 段 、 ト ル ク 制 限 禁 止 手 段 に 相 当 す る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４
２ が 実 行 す る ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ が 角 加 速 度 検 出 手 段 の 処 理 に 相 当 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ が
ス リ ッ プ 検 出 手 段 の 処 理 に 相 当 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ４ の ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 ル ー チ ン や ス
テ ッ プ Ｓ ２ ３ ６ の ス リ ッ プ 収 束 時 制 御 ル ー チ ン が ト ル ク 制 限 手 段 の 処 理 に 相 当 し 、 ス テ ッ
プ Ｓ ２ ２ ８ が 状 態 判 定 手 段 の 処 理 に 相 当 し 、 ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ が 値 １ の と き に ス
テ ッ プ Ｓ ２ １ ２ の グ リ ッ プ 時 制 御 ル ー チ ン を 実 行 す る 処 理 が ト ル ク 制 限 禁 止 手 段 の 処 理 に
相 当 す る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ ２ は エ ン ジ ン 振 動 検 出 手 段 に も 相 当 し 、 ス テ ッ プ ２ ２ ８ が エ ン
ジ ン 振 動 検 出 手 段 の 処 理 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
以 上 詳 述 し た 本 実 施 形 態 で は 、 駆 動 輪 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ に 接 続 さ れ た 駆 動 軸 の 角 加 速 度 α に
基 づ い て ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と き 、 こ の ス リ ッ プ を 抑 制 す る よ う に 駆 動 輪 １ ８ ａ 、 １ ８
ｂ の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る 。 し か し 、 車 両 運 転 状 態 が ス リ ッ プ に 依 存 せ ず に 角 加 速 度 α が
変 動 す る 状 態 に あ る と き 、 具 体 的 に は 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え て 増 加 し た あ と
減 少 し 始 め る ま で の 時 間 が エ ン ジ ン １ １ １ の 起 動 時 の 振 動 に よ る 共 振 に 起 因 す る と き に は
、 仮 に 角 加 速 度 α に 基 づ い て ス リ ッ プ が 検 出 さ れ た と し て も そ れ は ス リ ッ プ 以 外 の 原 因 に
よ る こ と が 考 え ら れ る た め 、 駆 動 輪 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ の 駆 動 ト ル ク を 制 限 す る の を 禁 止 す る
。 し た が っ て 、 角 加 速 度 α に 基 づ い て ス リ ッ プ を 検 出 す る 際 に 、 ス リ ッ プ の 誤 検 出 に よ り
駆 動 ト ル ク が 制 限 さ れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 一 旦 駆 動 ト
ル ク が 制 限 さ れ た あ と そ の 制 限 が 禁 止 さ れ る こ と に な る が 、 角 加 速 度 α が 所 定 の 閾 値 α ｓ
ｌ ｉ ｐ を 越 え て 増 加 し た あ と 減 少 し 始 め る ま で の 時 間 に 基 づ い て 駆 動 ト ル ク の 制 限 が 禁 止
さ れ る た め 、 駆 動 ト ル ク が 一 旦 制 限 さ れ る と し て も 時 間 的 に は 僅 か で あ る 。 更 に 、 角 加 速
度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 越 え た と き に ス リ ッ プ を 検 出 す る た め 、 ス リ ッ プ の 検 出 を 簡 単 か
つ 確 実 に 行 う こ と が で き る 。 更 に ま た 、 駆 動 ト ル ク の 制 限 を 禁 止 す る の は 所 定 の 制 限 禁 止
時 間 だ け で あ る た め 、 そ の 制 限 禁 止 期 間 が 経 過 し た あ と ス リ ッ プ が 発 生 し た と き に は 迅 速
に そ の ス リ ッ プ を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
な お 、 本 発 明 は 上 述 し た 実 施 形 態 に 何 等 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に
属 す る 限 り 種 々 の 態 様 で 実 施 し 得 る こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
例 え ば 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 車 両 運 転 状 態 が ス リ ッ プ に 依 存 せ ず に 角 加 速 度 が 変 動 す
る 状 態 に あ る 場 合 と し て 、 モ ー タ 要 求 ト ル ク Ｔ ｍ ＊ の 変 化 量 Δ Ｔ ｍ が 大 き い こ と に よ り 角
加 速 度 α が 変 動 す る 場 合 （ 第 １ 実 施 形 態 ） と 、 エ ン ジ ン １ １ １ が 起 動 し た 時 の 振 動 の 共 振
に よ り 角 加 速 度 α が 変 動 す る 場 合 （ 第 ２ 実 施 形 態 ） を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 ス リ ッ プ に
依 存 せ ず に 角 加 速 度 α が 変 動 す る の で あ れ ば こ れ ら 以 外 の 車 両 運 転 状 態 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
ま た 、 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 で は 、 電 気 自 動 車 １ ０ に つ い て 説 明 し た が 、 駆 動 軸 に 直 接 的
に 動 力 の 出 力 が 可 能 な モ ー タ を 備 え る 車 両 で あ れ ば 、 ど の よ う な 構 成 の 車 両 に こ の 第 １ 実
施 形 態 の 駆 動 制 御 を 適 用 し て も よ い 。 例 え ば 、 第 ２ 実 施 形 態 の ハ イ ブ リ ッ ド 車 １ １ ０ に 適
用 し て も よ い し 、 シ リ ー ズ 型 や パ ラ レ ル 型 な ど の ハ イ ブ リ ッ ド 車 に 適 用 し て も よ く 、 そ の
場 合 に は 駆 動 輪 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ の ト ル ク 指 令 値 Ｔ ＊ を 制 限 す る に あ た り モ ー タ の ト ル ク 制
限 を 行 っ て も よ い し モ ー タ と エ ン ジ ン の ト ル ク 制 限 を 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
更 に 、 上 述 し た 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 １ １ ０ に つ い て 説 明 し た が 、 駆 動 軸 に
直 接 的 に 動 力 の 出 力 が 可 能 な モ ー タ に 加 え て エ ン ジ ン を 備 え る 車 両 で あ れ ば 、 ど の よ う な
構 成 の 車 両 に こ の 第 ２ 実 施 形 態 の 駆 動 制 御 を 適 用 し て も よ い 。 例 え ば 、 シ リ ー ズ 型 や パ ラ
レ ル 型 な ど の ハ イ ブ リ ッ ド 車 に 適 用 し て も よ い 。
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【 ０ ０ ６ ５ 】
更 に ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 ル ー チ ン や ス リ ッ プ 収 束 時 制 御 ル
ー チ ン に お い て 駆 動 輪 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ の 駆 動 ト ル ク を 制 限 し た が 、 駆 動 ト ル ク の 制 限 は 特
に こ れ ら の ル ー チ ン に 限 定 さ れ ず ど の よ う に 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
そ し て ま た 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て 、 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ に 加 え て こ の 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ よ
り も 大 き な 値 の 非 ス リ ッ プ 上 限 値 α ｍ ａ ｘ を 設 定 し て お き 、 ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ が
値 １ の と き つ ま り ト ル ク 制 限 が 禁 止 さ れ て い る と き で あ っ て も 角 加 速 度 α が 非 ス リ ッ プ 上
限 値 α ｍ ａ ｘ を 越 え た と き に は ス リ ッ プ が 発 生 し た と 判 定 し て ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０
を 値 ０ に 設 定 し て も よ い 。 こ う す れ ば 、 ス リ ッ プ が 発 生 し て い る に も か か わ ら ず 誤 検 出 で
あ る と し て 駆 動 輪 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ の 駆 動 ト ル ク の 制 限 を 禁 止 し て し ま う こ と が な い 。 な お
、 非 ス リ ッ プ 上 限 値 α ｍ ａ ｘ は 、 例 え ば ス リ ッ プ 時 し か 採 り 得 な い 値 と す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
そ し て 更 に 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ が 値 １ の と き つ ま り ト ル
ク 制 限 が 禁 止 さ れ て い る と き に は 、 ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 や ス リ ッ プ 収 束 時 制 御 と い っ た ト
ル ク 制 限 処 理 を 行 わ な い よ う に し た が 、 そ の 代 わ り に 、 ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ Ｆ ０ が 値 １
の 間 は 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ を 通 常 採 り 得 な い ほ ど 大 き な 値 に 設 定 し て も よ い 。 こ う す れ ば 、 ス
リ ッ プ 判 定 処 理 （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ２ や ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ ） で 角 加 速 度 α が 閾 値 α ｓ ｌ ｉ ｐ
を 越 え る こ と が な い の で 、 ス リ ッ プ が 発 生 し た と 判 定 さ れ る こ と が な く 、 し た が っ て ト ル
ク 制 限 処 理 が 行 わ れ る こ と が な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 電 気 自 動 車 の 構 成 の 概 略 を 表 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 電 気 自 動 車 で 実 行 さ れ る モ ー タ 駆 動 制 御 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 車 速 と ア ク セ ル 開 度 と モ ー タ 要 求 ト ル ク と の 関 係 を 示 す マ ッ プ で あ る 。
【 図 ４ 】 グ リ ッ プ 時 制 御 ル ー チ ン の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 ル ー チ ン の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 モ ー タ の 角 加 速 度 と ト ル ク 上 限 と の 関 係 を 示 す マ ッ プ で あ る 。
【 図 ７ 】 ア ク セ ル 開 度 、 ト ル ク 、 角 加 速 度 、 各 フ ラ グ の 時 間 変 化 の 様 子 を 表 す 説 明 図 で あ
る 。
【 図 ８ 】 角 加 速 度 に 基 づ い て モ ー タ の ト ル ク 上 限 値 が 設 定 さ れ る 様 子 を 示 す 説 明 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 ハ イ ブ リ ッ ド 車 の 構 成 の 概 略 を 表 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 ハ イ ブ リ ッ ド 車 で 実 行 さ れ る モ ー タ 駆 動 制 御 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ 】 ス リ ッ プ 発 生 時 制 御 ル ー チ ン の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ２ 】 角 加 速 度 、 各 フ ラ グ の 時 間 変 化 の 様 子 を 表 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 電 気 自 動 車 、 １ ２ 　 モ ー タ 、 １ ４ 　 イ ン バ ー タ 回 路 、 １ ６ 　 バ ッ テ リ 、 １ ８ ａ ， １
８ ｂ 　 駆 動 輪 、 ２ ２ 　 回 転 角 セ ン サ 、 ２ ４ 　 車 速 セ ン サ 、 ４ ０ 　 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト 、 ４ ２
　 Ｃ Ｐ Ｕ 、 ４ ４ 　 Ｒ Ｏ Ｍ 、 ４ ６ 　 Ｒ Ａ Ｍ 、 １ １ ０ 　 ハ イ ブ リ ッ ド 車 、 １ １ １ 　 エ ン ジ ン 、
１ １ ２ 　 モ ー タ 、 １ １ ３ 　 ジ ェ ネ レ ー タ 、 １ １ ４ ， １ １ ５ 　 イ ン バ ー タ 回 路 、 １ １ ６ 　 バ
ッ テ リ 、 １ １ ７ 　 プ ラ ネ タ リ ギ ヤ 、 Ｆ ０ 　 ト ル ク 制 限 禁 止 フ ラ グ 、 Ｆ １ 　 ス リ ッ プ 発 生 フ
ラ グ 、 Ｆ ２ 　 計 測 フ ラ グ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(20) JP 2004-112973 A 2004.4.8



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5H115 PA11  PG04  PO08  PU26  PV06  PV23  QN02  QN06  RB20  RB24
　　　　 　　        TE02  TO04  TO22  TO24

(21) JP 2004-112973 A 2004.4.8


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

